
1月1日16時10分に、石川県能登半島に巨大地震が発生しました

多くの家屋が倒壊して、今なお多くの被災者の方が避難生活を強いられています。

報道では倒壊した家屋は1981年新耐震基準以前に建てられた家屋でした。

にじが丘は1986年頃から家屋の建設が始まっていますので新耐震基準には適合しています。

その後、2000年6月に建築基準法が改定されています。（基礎形状・壁の配置バランス規定等）

が・・・・・本当に大丈夫？
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大分県・市では以下の耐震対策の支援を実施しています

昭和56年(1981年)以前家屋に対して 昭和56年(1981年)以降の家屋に対して

　耐震アドバイザー派遣（県）無料 　耐震アドバイザー派遣（県）無料

　耐震診断　大分市補助金あり

　耐震改修　大分市補助金あり

耐震アドバイザー派遣については大分県ホームページをご覧ください

耐震診断・耐震改修については大分市ホームページをご覧ください

建築士が訪問し、簡単な診断を行い、皆さんの耐震に関する相談などに応じて、必要な情
報提供や助言を行う制度です。簡易点検となり2時間程度
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能登半島震度７の大地震発生
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県派遣の耐震アドバイザーに点検を依頼できます


